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1.はじめに 

1.1 LIXILの概要 

1.1.1 企業の設立背景 

LIXIL株式会社は、2011年に日本国内の主要な建材・設備機器メーカー5社（トステム、INA

X、シンニッケイ、サンウェーブ、トーヨーエクステリア）の統合により設立されました。

この統合は、各社が持つ技術力やブランド力を結集し、グローバル市場での競争力を高める

ことを目的として行われました[1][2]。統合以前、これらの企業はそれぞれの分野で高い評

価を受けており、特にトステムは建材、INAXは衛生陶器、サンウェーブはキッチン製品で知

られていました[6]。 

 

LIXILの設立は、国内市場の成熟化やグローバル市場での競争激化といった外部環境の変化

に対応するための戦略的な決断でした。統合後、LIXILは日本国内だけでなく、世界150か国

以上で事業を展開するグローバル企業へと成長しました[2][6]。また、2013年にはアメリカ

ンスタンダード、2014年にはドイツのグローエを買収するなど、積極的なM &A戦略を通じて

事業領域を拡大しました[6]。 

 

1.1.2 主な事業領域とブランド 

LIXILは、住まいに関連する水回り製品や建材製品を中心に事業を展開しています。主な事

業領域は以下の通りです： 

 

•   ウォーターテクノロジー事業: 衛生陶器、シャワートイレ、浴槽、ユニットバス、

洗面カウンターなどの水回り製品を提供。INAX、GROHE、American Standardといっ

たブランドがこの分野で活躍しています[2][6]。 

•   ハウジングテクノロジー事業: サッシ、玄関ドア、窓枠、カーテンウォールなどの

建材製品を提供。TOSTEMやアイフルホームブランドがこの分野を支えています[6]。 

•   建築・リフォーム事業: リフォーム市場向けの高断熱窓や省エネ製品を提供し、住

宅ストックの増加に対応しています[31]。 

 



LIXILの主要ブランドには、INAX、GROHE、American Standard、TOSTEMなどがあり、それぞ

れが高い技術力とデザイン性を持つ製品を提供しています[2][6]。特に、INAXは日本国内で

の高い認知度を誇り、GROHEとAmerican Standardは欧米市場での競争力を支えています

[6]。 

 

1.1.3 企業理念と目的 

LIXILの企業理念は、「世界中の誰もが願う、豊かで快適な住まいの実現」です。この理念

は、同社のすべての事業活動の基盤となっており、革新的な技術とデザインを活用して高品

質な製品を提供することを目指しています[1][2]。 

 

また、LIXILは「LIXIL Playbook」と呼ばれる経営指針を策定し、持続可能な成長と競争力

の確保を目指しています。この指針は、事業ポートフォリオの最適化、効率性の向上、イノ

ベーションの推進、ガバナンスの強化といった要素で構成されています[5]。さらに、環境

に配慮した製品開発や社会貢献活動にも積極的に取り組んでおり、ESG（環境・社会・ガバ

ナンス）への対応を重視しています[37]。 

 

1.2 本レポートの目的と構成 

1.2.1 知財活動とROICの関連性 

本レポートの主な目的は、LIXILの知財活動がどのようにしてROIC（投下資本利益率）に貢

献しているかを分析することです。知財活動は、企業の競争力を高めるだけでなく、経営戦

略の実行を支援し、持続可能な成長を実現するための重要な要素です[1][3]。 

 

LIXILは、知財戦略を「LIXIL Playbook」の一環として位置づけ、以下の3つの柱を中心に展

開しています[1][3]： 

 

1.リスクマネジメント体制の強化: 知財リスクを未然に防止する仕組みを構築。 

 

2.差別化価値を守る知財マネジメント: 技術、デザイン、ブランドへの投資を通じて競争

力を維持。 

 

3.知財インテリジェンスの活用: 知財情報を分析し、経営戦略に反映。 

 

これらの取り組みは、LIXILのROIC向上に寄与しており、特に知財ポートフォリオの最適化

や特許取得が収益性の向上に直結しています[14][15]。 

 



1.2.2 分析の重要性と期待される成果 

本レポートでは、LIXILの知財活動とROICの関連性を詳細に分析することで、以下の成果を

期待しています： 

 

1.知財活動の経済的価値の明確化: 知財活動がどの程度ROICに寄与しているかを定量的に

示す。 

 

2.競争力強化のための知見提供: 知財戦略がどのようにして競争優位性を支えているかを

解明。 

 

3.持続可能な成長への示唆: 知財活動を通じたLIXILの長期的な成長戦略を評価。 

 

これにより、LIXILの知財活動が経営全体に与える影響を包括的に理解し、他の企業にとっ

ても参考となる知見を提供することを目指します[1][3][14]。 

 

2.LIXILの知財活動 

2.1 知財戦略の概要 

2.1.1 知財戦略の3つの柱 

2.1.1.1 リスクマネジメント体制の強化 

LIXILは、知的財産権に関するリスクを未然に防ぐため、リスクマネジメント体制を強化し

ています。この体制は、製品開発の初期段階から知的財産権のリスクアセスメントを実施す

る仕組みを含んでいます。具体的には、知財部門が製品開発チームと連携し、第三者の知的

財産権を調査・分析することで、訴訟リスクやその他の法的リスクを回避しています[1]

[3]。 

 

また、LIXILは第三者の知的財産権を尊重する姿勢を明確にし、知的財産権の侵害を防ぐた

めの調査を徹底しています。このような取り組みにより、重大な事業リスクを回避し、企業

としての信頼性を高めています[3][14]。 

 

2.1.1.2 差別化価値を守る知財マネジメント 

LIXILは、技術、デザイン、ブランドといった知的財産を競争力の源泉と位置づけ、これら

を保護するための知財マネジメントを推進しています。特に、日本で開発された先端技術を

海外市場にも積極的に展開し、グローバルな成長を加速させています[1][3]。 

 



例えば、LIXILの特許出願の約70%は日本で開発された技術に基づいており、これらの技術は

ウォーターテクノロジー事業などの成長分野で活用されています。また、知財ポートフォリ

オの管理を通じて、第三者による模倣を防ぎ、差別化された製品・サービスを提供すること

を可能にしています[3][15]。 

 

2.1.1.3 知財インテリジェンスの活用 

LIXILは、IPランドスケープ手法を導入し、知的財産情報を分析して経営戦略や事業戦略に

反映させています。この手法により、どのような知財権を取得すべきかを事業部門に助言

し、差別化された製品・サービスの開発を支援しています[3][14]。 

 

さらに、知財インテリジェンスを活用することで、競争環境の変化に迅速に対応し、事業の

競争優位性を維持しています。この取り組みは、LIXILの持続可能な成長を支える重要な要

素となっています[3][15]。 

 

2.1.2 知財ガバナンス体制 

2.1.2.1 知財部門と事業部門の連携 

LIXILの知財部門は、各事業部門と密接に連携し、知財戦略の策定と実行を支援していま

す。知財部門は、製品開発の初期段階からプロジェクトに参加し、知財リスクの評価や特許

取得の計画を立案します[3][15]。 

 

また、知財部門は取締役会や執行役会に対して定期的に知財戦略の進捗状況を報告し、経営

陣との連携を強化しています。このような体制により、知財戦略が経営戦略と一体化し、企

業全体の競争力向上に寄与しています[3][15]。 

 

2.1.2.2 グローバル知財管理プラットフォームの導入 

LIXILは、グローバルな知財管理を効率化するため、アナクアの「AQXプラットフォーム」を

導入しました。このプラットフォームにより、世界中の知財情報が可視化され、各拠点間で

の情報共有が円滑化されました[7][18]。 

 

さらに、このシステムは、特許や商標の管理だけでなく、財務データや分析機能も備えてお

り、知財戦略の実行を支援しています。このような取り組みにより、LIXILはグローバル市

場での競争力を強化しています[7][18]。 

 



2.2 知財活動の具体例 

2.2.1 知財リスクマネジメントの実践 

LIXILは、知財リスクマネジメントの一環として、製品開発プロセスの初期段階から知財リ

スクアセスメントを実施しています。これにより、第三者の知的財産権を侵害するリスクを

未然に防ぎ、訴訟リスクを低減しています[14][15]。 

 

具体的には、知財部門が製品開発チームと連携し、第三者の知財権を調査・分析する仕組み

を構築しています。この取り組みは、LIXILの製品が市場で安心して使用されることを保証

する重要な要素となっています[14][15]。 

 

2.2.2 差別化価値を守る知財ポートフォリオ 

2.2.2.1 特許取得の具体例 

LIXILは、革新的な技術を保護するために積極的に特許を取得しています。例えば、以下の

ような特許が注目されています： 

 

•   半透膜技術：セルロースナノファイバーを活用した環境負荷を低減する半透膜の開

発[16]。 

•   トイレ管理システム：センサーを活用したトイレ清掃の効率化を図る管理システム

[16]。 

•   表面処理剤：無機基材に優れた防汚性と耐久性を付与する技術[16]。 

 

これらの特許は、LIXILの製品の差別化と高品質化に寄与しています。 

 

2.2.2.2 日本技術の海外展開 

LIXILは、日本で開発された技術を海外市場にも積極的に展開しています。例えば、ウォー

ターテクノロジー事業では、日本の先端技術を活用した製品が海外市場で高い評価を得てい

ます[3][15]。 

 

また、グローバル市場での競争力を強化するため、現地のニーズに合わせた製品開発を進め

ています。このような取り組みは、LIXILのグローバルな成長を支える重要な要素となって

います[3][15]。 

 



2.2.3 知財インテリジェンスの活用事例 

LIXILは、IPランドスケープ手法を活用して知財情報を分析し、経営戦略や事業戦略に反映

させています。例えば、特定の市場での競争環境を分析し、新製品の開発や特許取得の計画

に役立てています[14][15]。 

 

このような知財インテリジェンスの活用により、LIXILは競争優位性を維持し、持続可能な

成長を実現しています。 

 

2.2.4 社会的貢献を目指した知財活動 

LIXILは、知財活動を通じて社会的課題の解決にも取り組んでいます。例えば、「Reinvente

d Toilet技術」のライセンス契約を通じて、インフラ整備が困難な地域での衛生環境改善に

貢献しています[28]。 

 

この技術は、下水処理システムを必要とせず、排泄物をその場で処理する独立型トイレシス

テムであり、環境負荷の低減と公衆衛生の向上に寄与しています[28]。 

 

また、特許庁との意見交換会を通じて、知財戦略が社会や環境に与える影響について議論を

深めています。このような活動は、LIXILの知財活動が社会的価値を創出する重要な手段で

あることを示しています[19][17]。 

 

3.LIXILのROIC貢献分析 

3.1 ROICの現状 

3.1.1 過去数年間のROIC推移 

LIXILのROIC（投下資本利益率）は、近年低迷しており、特に2024年3月期には-1.49%、2024

年12月期には2.42%と低い数値を示しています[20][21]。また、GuruFocusのデータによる

と、3年間のROIIC（Return on Invested Incremental Capital）は-38.34%とさらに低い水

準であり、資本効率の課題が浮き彫りになっています[21]。このような低迷は、LIXILの経

営戦略や外部環境の影響を受けた結果であり、特に海外事業の低迷や資材コストの高止まり

が大きな要因とされています。 

 

過去数年間のROIC推移を振り返ると、LIXILは一時的に改善を見せた時期もありましたが、

持続的な改善には至っていません。例えば、2021年3月期には一部の構造改革が進展し、ROI

Cが一時的に上昇しましたが、その後の市場環境の変化や内部課題により再び低下しました

[21][22]。このような推移は、LIXILが直面する課題の複雑さを示しており、ROICの改善に

は多面的なアプローチが必要であることを示唆しています。 



 

3.1.2 現在の課題と背景 

現在のROIC低迷の背景には、いくつかの重要な課題が存在します。まず、LIXILは過去のM &

A戦略により多額の借入金を抱えており、金利上昇が財務コストを増加させています[21][2

2]。また、欧米市場における住宅需要の低迷や競争激化が、LIXILの海外事業に悪影響を与

えています[23]。特に、米国事業では競合他社との価格競争や不正アクセスによるシステム

停止が収益を圧迫しました[23]。 

 

さらに、資材・エネルギーおよび部品価格の高止まりが、LIXILの利益率を圧迫しています

[21][24]。これに加え、税金費用の増加やのれんの減損リスクも、ROICの低迷に寄与してい

ます[23]。これらの課題は、LIXILが直面する外部環境の変化と内部経営の課題が複雑に絡

み合った結果であり、ROICの改善にはこれらの要因に対する包括的な対応が求められます。 

 

3.2 ROICに影響を与える要因 

3.2.1 金利上昇と借入コスト 

LIXILは過去のM &A戦略により多額の借入金を抱えており、金利上昇が財務コストを増加さ

せています[21][22]。特に、近年の金利上昇は、LIXILの税引前利益を圧迫し、ROICの低下

に直接的な影響を与えています。例えば、2024年3月期には、金利上昇による金融費用の増

加が、継続事業からの税引前利益を大幅に減少させる要因となりました[21]。 

 

このような状況は、LIXILが財務構造の見直しを進める必要性を示しています。具体的に

は、借入金の削減や財務コストの最適化が求められており、これによりROICの改善が期待さ

れます。 

 

3.2.2 海外事業の低迷 

LIXILの海外事業は、欧米市場における住宅需要の低迷や競争激化の影響を受けています[2

3]。特に、米国事業では競合他社との価格競争や不正アクセスによるシステム停止が収益を

圧迫しました[23]。また、欧州市場では、商業用不動産取引額の拡大が見られる一方で、住

宅市場は厳しい状況が続いています[31]。 

 

これらの要因は、LIXILの海外事業の収益性を低下させ、ROICの低迷に寄与しています。海

外事業の収益性改善には、競争力の強化や市場環境への適応が必要であり、これによりROIC

の改善が期待されます。 

 



3.2.3 資材コストの高止まり 

資材・エネルギーおよび部品価格の高止まりが、LIXILの利益率を圧迫しています[21][2

4]。特に、2024年3月期には、資材コストの高止まりが事業利益率の低下に寄与しました[2

4]。このような状況は、LIXILがコスト管理の強化を進める必要性を示しています。 

 

具体的には、サプライチェーンの効率化や代替材料の活用が求められており、これにより資

材コストの影響を軽減し、ROICの改善が期待されます。 

 

3.2.4 経営戦略の影響 

LIXILの過去のM &A戦略や事業ポートフォリオの最適化が十分に進んでいないことも、ROIC

の低迷要因とされています[21][22]。また、のれんの減損リスクが利益を圧迫する可能性も

指摘されています[21]。 

 

これらの課題は、LIXILが経営戦略の見直しを進める必要性を示しています。具体的には、

事業ポートフォリオの最適化やのれんの減損リスクの管理が求められており、これによりRO

ICの改善が期待されます。 

 

3.2.5 税金費用の増加 

2024年4～12月期では税金費用が増加し、純利益が前年同期比37%減少しました[23]。このよ

うな税負担の増加もROICの低下に影響を与えています。税金費用の管理には、税務戦略の見

直しや効率的な税務計画が求められており、これによりROICの改善が期待されます。 

 

3.3 ROIC改善に向けた取り組み 

3.3.1 構造改革の推進 

LIXILは、国内外での構造改革や販売価格の適正化、収益性改善の施策を進めています[21]

[25]。これにより、事業利益率の向上を目指していますが、現時点では十分な成果が得られ

ていない状況です[21]。 

 

構造改革の具体的な取り組みとしては、不採算事業の整理やサプライチェーンの再構築が挙

げられます[31]。これにより、LIXILは収益性の向上とROICの改善を目指しています。 

 



3.3.2 グローバル市場での競争力強化 

海外事業の収益性改善が重要な課題です[23][25]。特に、米国や欧州市場での競争力を高め

るための戦略的投資や効率化が求められています[23]。また、アジア市場では、人口増加と

個人消費の拡大を背景に、住宅・ビル市場の成長が期待されています[31]。 

 

これらの取り組みにより、LIXILはグローバル市場での競争力を強化し、ROICの改善を目指

しています。 

 

3.3.3 資本効率の向上 

ROICの改善には、資本効率を高めるための事業ポートフォリオの見直しや、のれんの減損リ

スクの管理が必要です[21][22]。また、借入金の削減や財務コストの最適化も重要な課題で

す[21]。 

 

これらの取り組みにより、LIXILは資本効率を向上させ、ROICの改善を目指しています。 

 

4.特許およびライセンス活動 

4.1 特許活動の概要 

4.1.1 知財ポートフォリオの規模と構成 

LIXILは、住宅設備や建材分野における革新的な技術開発を支えるため、積極的に特許を取

得し、知財ポートフォリオを拡充しています。同社の知財ポートフォリオは、約20,000件の

知的財産（特許、意匠、商標、出願中のものを含む）で構成されており、日本、欧州、米国

を中心に展開されています[1][2]。このポートフォリオは、技術、デザイン、ブランドとい

った知財資産への継続的な投資を通じて、競争力の源泉を保護することを目的としています

[3]。 

 

LIXILの知財ポートフォリオは、特に日本で開発された技術が約70%を占めており、これらの

技術は海外市場にも積極的に展開されています[3]。また、グローバルな知財管理を効率化

するため、アナクアの「AQXプラットフォーム」を導入し、知財情報の可視化と管理の効率

化を実現しています[4]。 

 



4.1.2 最近の特許出願と取得 

4.1.2.1 半透膜技術 

LIXILは、環境負荷を低減するための革新的な技術として、半透膜技術を開発しました。こ

の技術は、セルロースナノファイバーを活用した半透膜の製造方法に関するもので、2024年

4月4日に特許が公開されました[5]。この半透膜は、ポーラスサポート上に架橋ポリアミド

とセルロースナノファイバーを含む半透膜を形成することで、環境負荷を大幅に削減するこ

とが可能です[5]。 

 

4.1.2.2 トイレ管理システム 

LIXILは、トイレの使用状況を管理し、異常を検知するトイレ管理システムに関する特許を

取得しました。このシステムは、トイレ室内に設置されたトイレボウル装置と、使用状況情

報を管理する管理装置、そして情報を送信する通信装置で構成されています[6]。2024年3月

21日に公開されたこの特許は、異常検知機能を備えた管理装置を特徴としており、トイレの

清掃効率化や異常時の迅速な対応を可能にします[6]。 

 

4.1.2.3 表面処理剤 

LIXILは、無機基材に優れた防汚性と耐久性を付与する表面処理剤に関する特許も取得して

います。この技術は、セルロースナノファイバーを活用し、基材表面に高い防汚性を付与す

ることで、製品の長寿命化とメンテナンスコストの削減を実現します[5]。 

 

4.1.3 特許出願の推移 

LIXILの特許出願件数は、過去5年間（2019～2024年）で計2,001件に達し、平均334件/年と

なっています[7]。2018年には662件と最も多く、2023年には232件と最も少ない出願数を記

録しています[7]。2025年には特許出願件数が16件、特許取得件数が37件と、前年の415件お

よび424件から大幅に減少しています[8]。この減少は、特許戦略の見直しや重点分野へのリ

ソース集中が影響していると考えられます。 

 

4.2 ライセンス活動の概要 

4.2.1 Reinvented Toilet技術のライセンス契約 

LIXILは、ジョージア工科大学およびビル＆メリンダ・ゲイツ財団と連携し、「第2世代再発

明トイレ（G2RT）」の技術に関する商業ライセンス契約を締結しました[9]。この技術は、

下水処理システムを必要とせず、排泄物をその場で処理する独立型トイレシステムであり、

液体部分を浄化して洗浄水として再利用し、固形部分を安全な堆肥として処理する仕組みを

備えています[9]。 



 

この技術は、インフラ整備が困難な地域での衛生環境改善に寄与することが期待されてお

り、LIXILはこの技術の実用化に向けた取り組みを進めています[9]。 

 

4.2.2 ライセンス戦略の特徴 

LIXILのライセンス戦略は、革新的な技術を市場に投入し、社会的課題の解決に貢献するこ

とを目的としています。特に、Reinvented Toilet技術のような社会的インパクトの大きい

プロジェクトは、同社の知財活動の象徴的な例といえます[9]。また、ライセンス契約を通

じて、技術の普及と収益の最大化を図るとともに、企業理念である「世界中の誰もが願う、

豊かで快適な住まいの実現」を具現化しています[9]。 

 

4.3 知財戦略の意義 

LIXILの知財戦略は、以下の3つの柱に基づいて展開されています[1][3]： 

 

1.リスクマネジメント：第三者の知財権を尊重し、製品開発初期段階からリスクアセスメン

トを実施。 

 

2.差別化価値の保護：技術、デザイン、ブランドへの投資を通じて競争力を維持。 

 

3.知財インテリジェンスの活用：IPランドスケープ手法を用いて知財情報を分析し、経営

戦略に反映。 

 

これらの取り組みにより、LIXILは持続可能な成長と競争優位性の確保を目指しています。

特に、グローバル市場での競争力強化や社会的課題の解決に向けた知財活動は、同社の経営

戦略において重要な役割を果たしています[1][3][4]。 

 

5.市場動向と競合分析 

5.1 市場動向 

5.1.1 日本市場の動向 

5.1.1.1 新築住宅市場の縮小 

日本の新築住宅市場は、1996年をピークに減少傾向が続いており、少子高齢化や人口減少が

その背景にあります。この傾向は2024年3月期にも顕著であり、新築需要の減退が続いてい

ます[12][31]。特に、都市部では土地価格の高騰や住宅ローン金利の上昇が新築住宅購入の



障壁となっています。また、若年層の購買力低下やライフスタイルの変化も、新築住宅市場

の縮小に拍車をかけています[31]。 

 

一方で、政府の住宅政策や補助金制度が一定の支援を提供しているものの、これらの施策は

市場全体の縮小を食い止めるには至っていません。特に、住宅ローン減税や省エネ住宅への

補助金は一部の需要を喚起していますが、全体的な市場縮小のトレンドを逆転させるには至

っていない状況です[31][39]。 

 

5.1.1.2 リフォーム市場の成長 

新築住宅市場の縮小に対し、リフォーム市場は成長を続けています。住宅ストックの増加や

既存住宅の老朽化がリフォーム需要を押し上げており、特に高断熱窓や省エネ製品の需要が

拡大しています[31][34]。政府の補助金政策もリフォーム市場の成長を後押ししており、省

エネ性能を高めるリフォームが注目されています[39]。 

 

LIXILはこの市場動向を捉え、「まるごと断熱リフォーム」などの高性能住宅工法を提案

し、リフォーム市場での競争力を強化しています[36]。また、リフォーム市場では、顧客の

多様なニーズに応えるためのカスタマイズ可能な製品やサービスが求められており、LIXIL

はこれに対応するための製品ラインアップを拡充しています[35]。 

 

5.1.2 グローバル市場の動向 

5.1.2.1 欧米市場の低迷 

欧米市場では、金利の高止まりやインフレの影響により住宅需要が低迷しています。特に、

米国では住宅ローン金利の上昇が新築住宅購入を抑制しており、欧州では商業用不動産取引

が拡大する一方で住宅市場は厳しい状況が続いています[31][34]。また、LIXILの米国事業

では、競合他社との価格競争や不正アクセスによるシステム停止が収益を圧迫しました[2

3]。 

 

これらの要因により、LIXILの欧米市場での収益性は低下しており、構造改革や販売価格の

適正化が求められています[34]。 

 

5.1.2.2 アジア市場の成長 

一方で、アジア市場では成長が期待されています。中国市場では経済減速の影響を受けなが

らも、LIXILは二桁成長を達成しており、東南アジアでは人口増加と個人消費の拡大を背景

に住宅・ビル市場が拡大しています[31][34]。特に、インドやインドネシアなどの新興市場

では、住宅需要の増加が見込まれており、LIXILはこれらの市場でのプレゼンスを強化して

います[34]。 

 



LIXILは、アジア市場での成長を加速するため、日本で開発された先端技術を積極的に活用

し、現地のニーズに合わせた製品を展開しています[15]。 

 

5.2 競合分析 

5.2.1 主要競合企業 

5.2.1.1 TOTO 

TOTOは、衛生陶器やウォシュレットで圧倒的なシェアを持つLIXILの最大の競合企業です。

特に、リフォーム市場での強みを持ち、高い利益率を維持しています[32][33]。TOTOの製品

は、節水性や清掃性に優れており、顧客満足度が高い点が特徴です[31]。 

 

5.2.1.2 パナソニック 

パナソニックは、キッチンや浴室製品でLIXILと競合しています。特に、アジア市場での展

開が好調であり、家電メーカーとしての技術力を活かした高機能製品が強みです[32]。 

 

5.2.1.3 Kohler 

Kohlerは、グローバルに展開するキッチン・バス製品メーカーで、特に北米市場で強い存在

感を持っています。デザイン性に優れた製品が特徴であり、高級志向の顧客層に支持されて

います[32]。 

 

5.2.1.4 タカラスタンダード 

タカラスタンダードは、ホーロー製品に強みを持ち、キッチンや浴室分野でLIXILと競合し

ています。特に、耐久性と清掃性に優れた製品が評価されています[32]。 

 

5.2.1.5 クリナップ 

クリナップは、システムキッチンやシステムバスでLIXILと競合しています。特に、デザイ

ン性と機能性を兼ね備えた製品が特徴であり、顧客の多様なニーズに応えています[32]。 

 



5.2.2 競争環境 

5.2.2.1 市場シェア 

日本国内では、LIXILは住宅窓サッシで約50%、玄関ドア・エクステリアで約55%の市場シェ

アを持つトップメーカーです。一方、トイレ市場ではTOTOが首位で、LIXILは24%のシェアを

占めています[31][32]。 

 

5.2.2.2 製品差別化 

LIXILは、デザイン性や高性能製品を強化し、競合との差別化を図っています。特に、アク

アセラミックやプラズマクラスターイオンなどの独自技術が注目されています[32][34]。ま

た、グローバル市場では、GROHEやAmerican Standardなどのブランドを活用し、差別化され

た製品を提供しています[34]。 

 

5.3 成長分野と戦略 

5.3.1 リフォーム市場 

リフォーム市場は、LIXILにとって重要な成長分野です。高断熱窓や省エネ製品の需要が拡

大しており、LIXILは「まるごと断熱リフォーム」などの高性能住宅工法を提案しています

[36]。また、顧客の多様なニーズに応えるためのカスタマイズ可能な製品やサービスを提供

しています[35]。 

 

5.3.2 高性能住宅建材 

省エネルギー化への関心の高まりを背景に、高性能住宅建材の需要が増加しています。LIXI

Lは、断熱性能や耐久性に優れた製品を開発し、競争力を強化しています[31][34]。 

 

5.3.3 海外市場 

LIXILは、アジア市場を中心に海外市場での成長を目指しています。特に、中国やインド市

場への注力が進められており、現地のニーズに合わせた製品を展開しています[34]。 

 

5.3.4 差別化戦略と事業ポートフォリオの最適化 

LIXILは、他社にはない独自製品の開発を進め、成熟市場での競争力を強化しています。ま

た、不採算事業の整理やサプライチェーンの再構築を進め、事業ポートフォリオの最適化を

図っています[34]。 

 



5.4 課題と展望 

5.4.1 海外事業の収益性改善 

欧米市場での需要低迷が続いており、収益性の回復が喫緊の課題です。LIXILは、構造改革

や販売価格の適正化を進め、収益性の改善を目指しています[34]。 

 

5.4.2 原材料コストの管理 

資材・エネルギー価格の高止まりが利益を圧迫しており、コスト管理が重要な課題となって

います。LIXILは、効率的なサプライチェーンの構築や価格転嫁を進めることで、コスト圧

力に対応しています[34][39]。 

 

6.最新情報とニュース 

6.1 製品・サービスの最新動向 

6.1.1 新製品の発売 

LIXILは2025年春に向けて、洗面空間の新たな価値を提案する製品を発表しました。具体的

には、「ランドリープラス」と「カスタムバニティ」という2つの新製品が2025年4月1日に

発売される予定です。「ランドリープラス」は、洗濯家事の効率を向上させるランドリー空

間を提供し、洗濯の各工程をスムーズに繋ぐ設計が特徴です。一方、「カスタムバニティ」

は、デザイン性と機能性を兼ね備えた造作風カウンター洗面で、清掃性や使い勝手を重視し

た設計が施されています[35][36]。 

 

これらの製品は、多様化するライフスタイルに対応し、ユーザーのニーズに応えることを目

的としています。特に「ランドリープラス」は、ガス衣類乾燥機「乾太くん」の専用ランド

リーユニットを提供するなど、近年注目されるランドリー空間のトレンドを反映していま

す。また、「カスタムバニティ」は、豊富なカラーバリエーションと大容量の洗面ボウルを

組み合わせることで、デザインと機能の両立を実現しています[36]。 

 

6.1.2 IoT連携の強化 

LIXILは、IoT技術を活用した新たな取り組みとして、IoTホームリンク「Life Assist2」と

無人内見システム「無人内見くん」の連携を開始しました。この連携により、住宅購入や賃

貸のプロセスが効率化され、顧客体験の向上が期待されています[36]。 

 



さらに、LIXILはAI技術を活用した建材検索システムを導入し、顧客が写真をアップロード

するだけで類似する建材を検索できるサービスを提供しています。このシステムは、工務店

や設計者の業務効率化に寄与し、顧客満足度の向上にもつながるとされています[38]。 

 

6.1.3 高性能住宅工法の推進 

LIXILは、省エネ性能を高める高性能住宅工法「まるごと断熱リフォーム」を推進していま

す。この工法を使用した物件では、全国一斉断熱リノベーション体感会が開催され、健康リ

スクの低減や快適な暮らしを実現する取り組みが進められています[36]。 

 

また、2025年4月に予定されている建築基準制度の改正に向けて、LIXILは設計サポートを強

化し、超省エネ住宅や補助金制度への対応を進めています。この取り組みは、法改正に伴う

工数増加や業務再構築の課題に対する効率的な解決策を提供することを目的としています[3

9]。 

 

6.2 企業活動と社会貢献 

6.2.1 ESG評価の向上 

LIXILは、世界的なESG指数「Dow Jones Sustainability World Index」に6年連続で選定さ

れ、自社最高スコアを獲得しました。この評価は、環境・社会・ガバナンスにおける同社の

取り組みが高く評価された結果であり、持続可能な社会の実現に向けたLIXILの努力を示し

ています[37]。 

 

また、LIXILはESG活動の一環として、低炭素アルミ材を資材として外販する取り組みを開始

しました。この取り組みは、環境負荷の低減と持続可能な資材利用を目指したものです[3

8]。 

 

6.2.2 社会貢献活動の事例 

LIXILは、支援を必要とする子どもたちのために、2つのプロジェクトを通じて総額約5,000

万円の寄付を決定しました。この活動は、教育や生活環境の改善を目的としており、地域社

会への貢献を重視しています[36]。 

 

さらに、横須賀市の港湾施設にすり抜け防止対策の後付けフェンスを寄贈するなど、地域社

会の安全性向上にも寄与しています。このような取り組みは、LIXILの企業理念である「豊

かで快適な住まいの実現」に基づいています[36]。 

 



6.3 業績と市場動向 

6.3.1 業績の現状 

LIXILの2024年4～12月期の純利益は前年同期比37%減少しました。この減少の主な要因は、

原材料価格の高止まりや海外市場の低迷によるものです。一方で、リフォーム市場や高性能

住宅建材の需要拡大が収益を支える重要な要素となっています[38]。 

 

また、2025年3月期の業績見通しでは、売上収益が前期比5.9%増の1兆5,700億円、営業利益

が同52.9%増の250億円と予測されています。この見通しは、構造改革や販売価格の適正化、

収益性改善の施策が進展していることを反映しています[21][24]。 

 

6.3.2 市場動向の分析 

日本国内では、新築住宅市場の縮小が続いている一方で、リフォーム市場が拡大していま

す。特に、省エネ製品や高断熱窓の需要が増加しており、LIXILの収益を支える重要な分野

となっています[31]。 

 

一方、海外市場では、欧米の住宅需要が低迷する中、中国や東南アジア市場での成長が期待

されています。LIXILは、これらの市場での競争力を強化するための戦略的投資を進めてい

ます[31][34]。 

 

6.4 今後の展望と課題 

6.4.1 法改正への対応 

2025年4月に予定されている建築基準制度の改正に向けて、LIXILは設計サポートを強化し、

超省エネ住宅や補助金制度への対応を進めています。この取り組みは、法改正に伴う工数増

加や業務再構築の課題に対する効率的な解決策を提供することを目的としています[39]。 

 

また、LIXILは、法改正に対応するためのセミナーを開催し、ビルダーや設計者に向けた情

報提供を行っています。このセミナーでは、最新の法改正のポイントや補助金制度について

詳しく解説されており、業界全体の対応力向上に寄与しています[39]。 

 

6.4.2 課題への対応策 

LIXILが直面する主な課題として、原材料コストの高止まりや海外事業の収益性改善が挙げ

られます。これに対して、LIXILは構造改革や事業ポートフォリオの最適化を進め、収益性

の向上を図っています[21][24]。 

 



さらに、国内外での競争激化に対応するため、製品差別化と効率化を推進しています。特

に、リフォーム市場や高性能住宅工法の推進を軸に、競争力を強化する取り組みが進められ

ています[31][34]。 

 

7.結論 

7.1 知財活動とROICの関連性の総括 

LIXILの知財活動は、同社の経営戦略と密接に結びついており、特にROIC（投下資本利益

率）の向上において重要な役割を果たしている。知財活動は、単なる特許取得やライセンス

契約にとどまらず、経営全体の競争力を支える基盤として機能している。以下に、知財活動

とROICの関連性を具体的に総括する。 

 

1.知財活動を通じた差別化価値の創出 

LIXILは、技術、デザイン、ブランドといった知的財産を活用し、競争力のある製品を市場

に提供している。例えば、アクアセラミックやプラズマクラスターイオン技術など、独自の

技術を活用した製品は、他社との差別化を図る重要な要素となっている[1][3]。これによ

り、製品の付加価値が高まり、収益性の向上に寄与している。 

 

また、特許ポートフォリオの管理を通じて、知財リスクを低減し、製品開発の初期段階から

競争優位性を確保する仕組みを構築している[14][15]。これにより、ROICの向上に必要な利

益率の改善が実現されている。 

 

2.知財インテリジェンスの活用による経営戦略の強化 

LIXILは、IPランドスケープ手法を活用し、知財情報を分析して経営戦略に反映させてい

る。この取り組みは、知財活動を単なるコストセンターではなく、利益を生み出す戦略的資

産として位置づけることを可能にしている[14][15]。例えば、知財情報を基にした市場動向

の分析や競合他社の特許戦略の把握は、事業ポートフォリオの最適化や新規市場への参入戦

略において重要な役割を果たしている[3][14]。 

 

3.グローバル市場での知財活動の展開 

LIXILは、グローバル市場での競争力を強化するため、日本で開発された技術を海外市場に

展開している。特に、Reinvented Toilet技術のライセンス契約は、社会的課題の解決と収

益性の向上を両立する成功例として挙げられる[28]。このような知財活動は、グローバル市

場での収益性を高め、ROICの改善に直接的に寄与している。 

 



4.知財活動とROICの相互作用 

知財活動は、LIXILのROICに対して直接的および間接的な影響を与えている。例えば、特許

取得やライセンス契約を通じて収益源を多様化することで、資本効率を向上させている[14]

[28]。また、知財リスクの管理を通じて、訴訟リスクや法的コストを低減し、利益率の安定

化を図っている[14][15]。 

 

これらの取り組みは、LIXILがROICの目標値である10%に向けて進む上で重要な要素となって

いる。しかし、現状ではROICが目標値を下回っており、さらなる改善が求められている[21]

[23]。 

 

7.2 今後の課題と展望 

LIXILが持続可能な成長を実現するためには、知財活動をさらに強化し、ROICの改善に向け

た具体的な課題に取り組む必要がある。以下に、今後の課題と展望を示す。 

 

1.海外事業の収益性改善 

LIXILの海外事業は、欧米市場の需要低迷や競争激化により収益性が低下している[23][3

4]。特に、米国市場では競合他社との価格競争やシステム停止による影響が大きく、これが

ROICの低下要因となっている[23]。今後は、海外市場での競争力を強化するため、現地ニー

ズに適応した製品開発や販売戦略の見直しが必要である。 

 

また、Reinvented Toilet技術のような社会的インパクトの大きいプロジェクトを通じて、

新興市場での収益性を高めることが期待される[28]。 

 

2.資材コストの管理と効率化 

資材コストの高止まりは、LIXILの利益率を圧迫している[24][34]。これに対処するため、

サプライチェーンの再構築や資材調達の効率化が求められる。また、リサイクル素材の活用

や省エネ技術の導入を通じて、環境負荷を低減しつつコスト削減を図ることが重要である[3

6][37]。 

 

3.知財活動のさらなる強化 

知財活動を通じた競争力の強化は、LIXILの持続可能な成長において不可欠である。特に、

特許ポートフォリオの最適化や知財インテリジェンスの活用をさらに進めることで、新規市

場への参入や製品差別化を実現することが期待される[14][15]。 

 



また、グローバル知財管理システムの活用を通じて、知財情報の可視化と共有を進め、各拠

点間での連携を強化することが求められる[18][19]。 

 

4.ESGへの対応と社会的価値の創出 

LIXILは、ESG（環境・社会・ガバナンス）への取り組みを通じて、社会的価値の創出を目指

している[37]。特に、環境負荷を低減する製品開発や地域社会への貢献活動は、企業価値の

向上に寄与する重要な要素である。今後は、ESG評価のさらなる向上を目指し、持続可能な

社会の実現に向けた取り組みを強化する必要がある[37][38]。 

 

7.3 LIXILの持続可能な成長への期待 

LIXILは、「世界中の誰もが願う、豊かで快適な住まいの実現」という企業理念の下、持続

可能な成長を目指している[3][5]。その実現には、知財活動を中心とした経営戦略の強化が

不可欠である。 

 

1.知財活動を通じたイノベーションの推進 

LIXILは、知財活動を通じて革新的な製品やサービスを提供し、社会的課題の解決に貢献し

ている。例えば、Reinvented Toilet技術は、衛生環境の改善と収益性の向上を両立する成

功例として注目されている[28]。今後も、知財活動を通じたイノベーションの推進が期待さ

れる。 

 

2.グローバル市場での競争力強化 

LIXILは、グローバル市場での競争力を高めるため、現地ニーズに適応した製品開発や販売

戦略を進めている[34]。特に、新興市場での成長が期待される中、現地パートナーとの連携

や地域特化型の戦略が重要となる。 

 

3.持続可能な社会への貢献 

LIXILは、環境負荷を低減する製品開発や地域社会への貢献活動を通じて、持続可能な社会

の実現に向けた取り組みを進めている[36][37]。これにより、企業価値の向上と社会的信頼

の獲得が期待される。 

 

LIXILの持続可能な成長には、知財活動を中心とした経営戦略の強化と、社会的価値の創出

が不可欠である。これにより、同社はグローバル市場での競争力を高め、持続可能な社会の

実現に向けたリーダーシップを発揮することが期待される。 
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